
 
 
 

 

 

Plaza財務会計のユーザ様へ 

昨年 10月からサポート期間の更新を迎える

Plaza 財務会計のユーザの皆様にご案内してお

ります通り、Plaza シリーズのサポートが残す

ところあと 2 年（2 回の年次更新）となりまし

た。 
数多くのお客様が既に Plaza-i へマイグレー

ションしていただいておりますが、Plaza 財務

会計を一人で利用しているというお客様が、移

行しきれずにいらっしゃいます。 

Plaza-i はバイリンガル、多通貨という特徴

を持つ中小・中堅企業向け ERP システムとして

既に 150 社以上の会社でご利用いただいており

ますが、今回、上記のような Plaza 財務会計を

一人で利用しているお客様の為に、Plaza-i のス

タンドアロン版を用意しました。 

スタンドアロン版－低価格モデル 

このスタンドアロン版は、機能的には

Plaza-i と同じですが、一台のコンピュータで利

用することを前提に、ライセンス価格を従来の

Plaza 並に押さえた低価格モデルです。Oracle
も Personal Edition（PE）という 4 万円でご提

供可能なライセンスを使用します。 

スタンドアロン版で提供する Plaza-i はバー

ジョン 2 という、.NET Framework という最新

の環境で動作するプログラムです。 

最新環境で稼働するPlaza財務会計 

Plaza-i バージョン 2 はバイリンガル、多通

貨、マッチング等の Plaza 財務会計の便利な機

能はそのままに、しかし、ERP を強烈に意識し

たバージョン 1 のようにマスター管理、ユーザ

管理などに分かれておらず、1 つのプログラム

から全てのメニューを起動することが出来る Pl 
aza 財務会計のユーザ様にも違和感なくご

利用いただけるシステムです。 
また、Plaza 財務会計は Access2000 までし

かサポートしていないため、Vista 等では動作し

ませんが i は、Office2007 も含む、最新のコン

ピュータ環境で動作します。但し、Plaza-i はコ

ンピュータのリソースを多めに必要としますの

で、XP（SP2 以上）であれば 2GB 以上、Vista
であれば 3GB 以上のメモリーを推奨していま

す。 
また Plaza 財務会計では総勘定元帳照会並

びに印刷で、期を跨いだ出力が出来ませんでし

たが、Plaza-i では期を跨いで会計期間を指定し

出力することが可能になりました。 
また、Plaza-i は、四半期財務諸表対応、PDF

への出力、グリッド画面のエクセル転送、消費

税の伝票別税抜き処理による消費税申告書の出

力、電子帳簿保存法への対応等、最新の会計シ

ステムが備えるべき機能を備えています。 
従って、Plaza 財務会計のユーザの皆様には、

Plaza のデータがコンバージョン可能で、なお

かつ、最新コンピュータ環境で稼働する、機能

的にも進化した Plaza 財務会計が登場したとお

考えいただければ幸いでございます。 

固定資産につきましては、既に、減損会計

並びにリース会計に対応した Plaza-i 固定資産

をご利用いただいておりますが、給与計算につ

きましても、.NET Framework 環境に対応した

Plaza-i 給与計算を本年 3月にリリースいたしま

す。 

Plaza-i給与計算－3 月リリース 

Plaza-i 給与計算は、給与台帳、賃金台帳で、

「ゼロ金額を印刷しない」オプションをサポー

トし（無駄な項目を印字しなくなりました）、

また、暦年を超えた年月を範囲指定して印字で

きるようになりました。 
また、Plaza-i 給与計算モジュールのみ、移

行期間中については当面 Access2000 の MDB
をサポートします。但し、他の Plaza-i モジュー

ルと同じく、近い将来 Oracle に一本化していく

予定ですので、この機会に Personal Edition も

含む Oracle データベースへの移行も合わせて

ご検討下さい。 
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 テスト自動化ツールの選定 

弊社では２年前と比べ、およそ１．５倍程度、

リリーステストに費やされる時間が増えていま

す。カスタマイズはある程度存在し、納期もさ

ることながら、それだけリソースを掛けて要求

品質もクリアしていかなければならない、とい

うことが言えるかと思います。 
弊社の Plaza-i はパッケージ製品であり、１

パッケージ＝１ソースの方針で開発を行ってい

ますから、カスタマイズをお請けした場合でも

汎用化して本体に組み込んでいきます。すなわ

ち、既存機能を変更・拡張する機会も多いと言

えます。これまで通りのリソースだけではリリ

ースに費やされる時間が段々と延びて行ってし

まいます。さらなる効率化のため、以前から課

題でありましたテスト自動化ツールの選定を行

いました。 
テスト自動化ツールでは、テスト設計書に基

づいて、テスト担当者が画面操作を記録すると

ともに、その過程で正しい値や状態になってい

るかという検証ポイントを置き、一連の操作を

自動再生させることで、テストを繰り返し自動

的に行うことができます。したがいまして、特

に同一機能の回帰テストにおいて効率があがる

ことが期待できます。 
ツールの営業段階では、「どれも似たような

機能を持っていてほとんど変わりませんよ。」

というふれこみだったのですが、実際に評価し

てみると、画面上のテキストボックスなどのオ

ブジェクト認識率、操作・応答性、ツール連携

性など、営業トークと比べてかなりかい離があ

るものだなと感じました。 
基本的なオブジェクト認識率は、どのツール

でもほとんど違いはありませんでしたが、サー

ドパーティ製のオブジェクトを利用している場

合には、それらに追加対応しているほうがより

扱いやすくなりますので、その点をチェックし

てみるとよいでしょう。 
操作・応答性については、モノによってはパ

フォーマンスが悪かったり、動作するはずの処

理が実行されなかったりということがありえま

すので、十分に注意が必要です。そして、再生

が滞りなくスムーズに行われるかを確認します。

また、テスト担当者のレベルによってはビジュ

アルテストの機能が備わっているかどうか＝プ

ログラム経験のない担当者でも操作できる必要

があるかを検討に含めるとよいと思われます。 

既存の開発資産がある場合には、ツールの連

携性も考慮するとよいでしょう。お手持ちの開

発ツールとの統合が可能か、テストケースの作

成に利用できる言語には学習しやすいあるいは

習得済みのものがあるか、バージョン管理に既

存のソースコード管理システムを流用できるか

どうか、などがポイントになるかと思います。 
テスト自動化ツールは、エンドユーザ様の受

入テストにおいても有効である可能性がありま

すので、ご参考になれば幸いです。 
 

Plaza-i内部統制機能強化 

Plaza-i には内部統制のための様々な機能が

ございますが、V2.01.21 より受注伝票や発注伝

票等の伝票でメニュー（職務権限）ごとのアク

セス権限設定をより細かく設定できるようにな

りましたのでご紹介させていただきます。 

まず Plaza-i ではユーザ ID とパスワードに

より個人認証を行い、そのユーザ（ユーザグル

ープ）ごとに各メニュー（職務権限）を利用で

きるかどうか設定することができます。 

メニューセキュリティ機能 

またさらに細かく機能別に権限設定を行う

ことも可能です。 
※Plaza-i の内部統制機能についてより詳し

くご確認されたい方は Plaza-i 共通ユーザーズ

ガイド（内部統制編）をご参照ください。 

仕訳伝票や債務計上伝票では以前から照会

メニュー、編集メニュー、承認メニューが分か

れていました、また受注伝票や発注伝票でも照

会用の一覧照会メニューや一括承認機能等を利

用することでアクセス権限を分けて運用するこ

とは可能でしたが、今回、受注伝票入力メニュ

ー、発注伝票入力メニューと同じ伝票形式で照

会メニューと承認メニューを追加しましたので、

入力者と承認者、照会のみ行う方も同じ形式で

伝票を確認できるようになり、メニューごとの

アクセス権限を設定するだけで、伝票を入力で

きる人、承認できる人、照会のみの人をより簡

単に分けられるようになりました。 

照会・編集・承認、機能別アクセス権限 

また内部統制を厳しく行う場合には売上伝

票や仕入伝票といった、いわゆる会計伝票に関



しては、直接起票しないように運用されている

方が多いかと思いますが、これまで Plaza-i では

売上伝票、仕入伝票は入力メニューのみでした

ので、直接編集できないようにするためには伝

票形式の画面ではなく一覧照会画面や帳票で確

認する必要がありました。 
今回、売上伝票、仕入伝票に関しても照会メ

ニューを分離したことで例えば売上明細照会メ

ニューや仕訳伝票メニューから売上伝票の詳細

を確認しようという場合に、編集はできない売

上伝票照会画面へとジャンプすることが可能に

なりました。 

見積伝票はこれまで承認機能がございませ

んでしたが、今回、承認機能を追加し、他の伝

票と同様に照会メニューと編集メニュー、承認

メニューを分離したことで、それぞれにアクセ

ス権限を設定できるようになり、発注伝票の注

文書発行機能のように承認されていない見積書

を印刷できないようにする機能も合わせて追加

いたしました。 

見積伝票承認機能 

また見積伝票を一覧で照会するメニューと

見積ステータスや角度を一覧で編集するメニュ

ーも追加し、内部統制だけでなく便利な機能が

追加されています。 
すでに Plaza-i で見積の管理をされている方

はもちろん、見積はエクセル等で管理されてい

るという方も、この機会にぜひご検討いただけ

ればと思います。 
Plaza-i は内部統制をしっかりと管理しなが

らもできるだけ使い勝手のよいシステムである

ように日々頑張っております。 
今回の内部統制や見積機能はもちろん、それ

以外のことに関しても、何かございましたら是

非、弊社担当者までご連絡ください。 
 

Windows Server2012 のRDS 

リモートディスクトップサービス（以降

RDS）とはサーバ環境にインストールされたア

プリケーションや Windows ディスクトップ環

境を提供するサーバへ接続し、クライアント PC
から利用する仕組みです。 

 

Windows Server2012RDS 環境ではサーバ

上でアプリケーションやディスクトップが実行

され、クライアント側にはサーバ上で実行され

たプログラムやディスクトップの画面情報だけ

が送信されます。一方クライアント側からサー

バへはマウスやキーボードの入力操作情報だけ

が送信されます。（上図参照） 

RDSの基本的な仕組み 

RDS環境ではアプリケーションやWindows
ディスクトップが高性能なサーバ上で実行出来

るので、クライアント PC の性能が低いマシン

でも高性能な処理を要求するプログラムや OS
操作が行えます。また、プログラムはサーバの

みインストールを行えばよく、クライアント PC
にアプリケーションをインストールする必要が

無い為、クライアント PC のソフトウェア管理

の煩雑さから解放される点においてもメリット

があります。 
弊社 Plaza-i のアプリケーション利用におい

てもバージョンアップや PC 入替の場合等、十

分メリットが御座います。 

Windows Server2012RDS にはサーバ上で

アプリケーションを実行する、セッションホス

トベース RDS とサーバ上で仮想マシンに接続

する仮想化ホストベース RDS の２種類があり

ます。 

RDSの種類 

仮想化ホストベースのRDSはHyper-Vの仮

想マシンを構築し、仮想マシンの上で RDS を実

行しますので、仮想 OS のライセンス購入のコ

スト、仮想 OS 管理の手間等を考慮し、弊社で

はセッションベースの RDS でご提案させて頂

いております。 



セッションベースのRDSには以下の様なメ

リットがございます。 

セッションベースRDSの利点 

RDS では基本的に画面情報と操作情報（キ

ーボード・マウス）しか転送されない為、サー

バ間とのネットワーク速度が低速で、クライア

ントサーバプログラムの利用が難しい環境でも

アプリケーションを利用出来る。 
アプリケーションをサーバ上で集中管理出

来る為、アプリケーションの管理コストを削減

出来る。 
アプリケーションはサーバ上で実行される

為、クライアント OS 毎にアプリケーションの

互換性等の確認が不要となる。 
処理能力の高いサーバでアプリケーション

を実行する為、レスポンスが良い。 
データをサーバ上に格納する為、データの集

中管理が出来るようになり、セキュリティレベ

ルが向上する。 
最新のアプリケーションを企業全体に素早

く展開出来る。 
社外からアクセスする仕組みがあれば、自宅

や出張先でも、業務環境の利用が出来る。 
 

Windows Server2012 の RDS を構築する際

ですが、Active Directory が無い環境の場合、コ

レクション管理が実行不可の為、RemoteApp の

配布等、機能利用に制限が発生致します。 
WorkGroup 環境で RDS 導入をご検討のユ

ーザ様におかれましては RDS 利用については

運用面で工夫が必要となります。 
弊社ではRDSの仕組みも含めたサーバ環境

の提案・提供をしておりますので、Plaza-i利用

環境でRDSを導入したい場合は御相談下さい。 
 

消費税改正にて消費税差額請求しな

い場合のPlaza-i運用例 

消費税改正が施行されて数ヶ月が経過しま

した。Plaza-i ユーザ各社様におかれましても、

消費税差額を請求するか？いつ請求するか？既

に請求済み分の保守契約分をどうするか…など

はじめに 

対応に苦慮されたことと存じます。今回の消費

税改正にて、消費税差額を会社方針により請求

しない、もしくは、取引上の都合から請求でき

ないという実例がありました。本稿では、その

ような場合の Plaza-i 運用例を SVC サービス業

販売管理システムを中心にご紹介します。 

契約期間が 2014/04/01 をまたぐ継続中のサ

ービス契約（以下、原サービス契約伝票）に対

し、消費税差額分の契約伝票をマイナス金額で

入力します。 

概要 

これにより、消費税差額の請求入金予定は相

殺し、消費税差額を毎月均等に他勘定へ振替し

ます。 

原サービス契約伝票は、新税率(8%)へ消

費税再計算する。

消費税差額を会社方針により請求しない、も

しくは、取引上の都合から請求できない場合で

あっても、消費税再計算処理を行います(但し、

工事等の請負契約などの一部消費税経過措置の

対象の取引を除く)。 

…① 

まず、原サービス契約伝票より作成された受

注伝票の売上計上予定編集を開き、保存ボタン

をクリックし、消費税再計算します。これによ

り、自動で 2014 年 4 月以降の売上計上予定が

新税率 8%の金額に変更され、消費税差額分の請

求入金予定が作成されます。 
次に、消費税差額分の請求入金予定をメンテ

ナンスします。 
前述①により作成された消費税差額分の請

求入金予定は、請求せず、次項で述べる消費税

差額をマイナスする契約伝票から作成される受

注伝票の請求予定と消込処理し、相殺します。

そのため、消費税差額の請求入金予定は、請求

締め単位を「単独」にします。これにより、消

費税差額分は請求先へ郵送する請求書の中に混

ざらずに、別請求として区別されます。消費税

差額のみの請求書は送付しないため、月末の請

求などまとめて印刷した場合は、その分を抜い

て請求書を送らないようにします。更に、後で

消込し易いように、消費税差額の請求入金予定

の請求日を通常営業日以外の日付にするなど工

夫すると良いでしょう。 

http://www.ba-net.co.jp/request/index.html�


消費税差額分をマイナスする契約伝票を

新規入力する。

「有期契約」のサービス契約タイプや、請求

回数「12 回」を選択するなど入力項目において、

いくつかポイントがありますが、原サービス契

約伝票と同様に入力していきます。 

…② 

消費税差額をどの勘定科目へ振替するか、事

前にご確認下さい。ご不明の場合は、会社の顧

問会計士／税理士様へご相談下さい。 
例えば、売上高勘定を減少させて対応する場

合は、原サービス契約伝票で使用した商品コー

ドと同じ商品コードで、消費税差額を相殺すべ

くマイナス金額で入力します。あるいは、租税

公課や雑損勘定などに振替したい場合は、それ

専用の商品コード、商品管理区分、売上仕入科

目関連マスターを追加セットアップし、使用し

ます。 
また、長期複数年契約（例えば契約期間 2013

年～2018 年）などの場合、契約期間中に次回消

費税改正(予定)の施行日が到来するケースもあ

るのではと存じます。その場合は、更にもう一

枚、追加でマイナスの契約伝票を入力します。

次回消費税改正は税率 10%が予定されています

が、その場合、現在の税率 8%との差額 2%の消

費税差額の伝票を入力します。↗ 

 

ARS入金伝票入力で、消費税差額のみの

請求入金予定同士をゼロ円消込する。

原サービス契約伝票より作成された受注伝

票の消費税差額の請求入金予定に対し、消費税

差額をマイナスする受注伝票の請求入金予定を

ゼロ円入金の方法で入金先毎に消込します。消

込対象の該当の請求入金予定は、消込明細タブ、

右下窓（請求入金予定）の消込明細選択画面で、

請求日などで範囲指定します。 

…③ 

 

以上、消費税差額を請求しない場合の

Plaza-i 運用例をご紹介致しましたが、本稿の中

の①、②、③の箇所につきましては、対象とな

るデータ件数が多い場合、複数人で手分けして

入力するなどの対策を講じて頂きますが、社内

リソースが限られているなど、お困りの場合は

弊社コンサルタントへご相談下さい。 

おわりに 

 
 

※③-図 計上される仕訳の整理 

2014 年 4 月をまたぐ契約伝票から作成された受注伝票 消費税差額をﾏｲﾅｽする契約伝票から作成された受注伝票 

売上計上予定 請求入金予定 

売上計上 消費税 請求計上 消費税 締め単位 

2014/04 

 

2014/05 

2014/06 

2014/07 

2014/08 

1,080 80 12,600 600 締め毎 

  360 360 単独 

1,080 80    

1,080 80    

1,080 80    

1,080 80    

この請求入金予定 

のみ請求する  

売上計上予定 

売上計上 消費税 

請求入金予定 

締め単位 請求計上 消費税 

 

単独 

  

－360 －24 

   

   

   

   

－2 

－2 

－2 

－2 

－28 －2 

－28 

－28 

 

－28 

－28 

… … 

毎月の売上仕訳 

 前受金 1,080／ 売上高   1,000 

              ／仮受消費税   80 

毎月の売上仕訳 

             28／ 前受金      30 

仮受消費税    2 

消込処理 

租税公課、 雑損、 売上… 



Plaza-i 新機能－照会画面からのエ

クセル出力 

BAS ビジネス分析システムにバージョン

V2.01.21 から追加された、照会画面からのエク

セル出力機能についてご紹介します。 

はじめに 

この機能では、Plaza-i の各照会画面から指

定のエクセルフォーマットにデータを出力する

ことが可能です。すなわち、データの抽出にお

いては業務運用を想定して設計された Plaza-i
照会画面の範囲指定やパラメータ保存等の機能

をそのまま利用でき、一方で分析やレポートに

は使いなれたエクセルの機能を利用することが

可能です。 
現在は特定の照会画面でのみ対応していま

すが、将来的に全ての照会画面で対応予定です。 

 

SOE売上明細照会の例 

 
BAS を導入している場合、SOE 売上明細照

会画面の右上にエクセル出力のコンボボックス

が表示されます。このコンボボックスで、BAS
ユーザ定義サービスで事前に設定した出力項目

のテンプレートを選択することができます。 
 
出力するエクセルファイルについては

Plaza-iの柔軟な外部ファイル参照機能が利用で

きますので、例えばピボットテーブルやグラフ

を設定したエクセルをオラクルのデータベース

に格納しておき、メニューアクセス権限の設定

に従ってこの画面を利用できるユーザのみがレ

ポートを利用するというようなことが可能です。 

 

システム 

V2.01.21 現在の対応メニュー 

メニュー名 

ARS 債権管理 

請求状況照会 

売掛取引明細照会 

入金明細照会 

売掛金状況照会 

DRS 物流管理 商品別残高一覧 

GLS 一般会計 仕訳明細照会 

MNT 保守管理 
ユーザ保守履歴登録（照会） 

インシデント数管理（照会） 

PUR 購買管理 
発注明細照会 

仕入明細照会 

SOE 販売管理 
受注明細照会 

売上明細照会 

SVC サービス業販

売管理 

サービス契約－状況照会 

売上計上予定照会 

本機能をご利用頂くためには Plaza-i 各シス

テムの照会画面を利用するライセンスの他に、

Plaza-i BAS ビジネス分析のライセンスが必要

となります。 

おわりに 

ご興味を持たれた方は、ぜひ弊社担当、弊社

営業 03-5715-3315 内線 81 または弊社HP資料

請求までご連絡ください。 
 

最新のPlaza-iバージョン情報 

平成 26 年 7 月 8 日現在までリリースしてお

ります最新のバージョン情報をお届けします。 
 
Plaza-i.NET    V2.01.21.08 
Plaza-i 給与計算システム V2.0.4.77 
 

なお、Plaza-i給与計算システムは弊社ホー

ムページ（http://www.ba-net.co.jp/）NEWS and 
TOPICSにも掲載しております。 

 

https://www.ba-net.co.jp/ssl/request/index.html�
https://www.ba-net.co.jp/ssl/request/index.html�
http://www.ba-net.co.jp/�


金融・保険・不動産業に関する消費税増税 

 
平成 26年度税制改正で消費税における簡易

課税制度のみなし仕入率と事業区分について改

正がされ、この改正により、金融・保険・不動

産業の消費税の負担が増加することが見込まれ

ます。 
  
（ １ ）  簡易課税制度の概要 

簡易課税制度とは、実際の課税仕入れ等の税

額を計算することなく、課税売上高から仕入控

除税額の計算を行うことができる制度です。 
適用を受けることができる事業者は、その基

準期間における課税売上高が 5,000 万円以下で、

簡易課税制度選択届出書を事前に提出している

事業者に限定されます。 
 
（ ２ ）  改正内容 

平成 27 年 4 月 1 日以後開始課税期間から改

正後のみなし仕入率及び事業区分が適用されま

す。改正前後のみなし仕入率及び事業区分は以

下の通りです 

 
・ 金融業及び保険業の事業区分が第四種から第

五種に変更され、みなし仕入率が 60％から 50％
へ減少しました。  
・ 不動産業の事業区分が第五種から第六種（ 新

設）に変更され、みなし仕入率が 50％から 40％
へ減少しました。  
 
Ex） 不動産業、 課税売上 5,000 万円（ 税抜） 、 
消費税率 10% の場合 
改正前： （ 5,000 万×10％） △（ 5,000 万×10％

×50％） ＝250 万 
改正後： （ 5,000 万×10％） △（ 5,000 万×10％

×40％） ＝300 万 
差 額： 300 万△250 万＝50 万→負担増 
 

（ ３ ）  経過措置 
上記改正は、平成 27 年 4 月 1 日以後開始課

税期間から適用されますが、旧みなし仕入率に

より計算できる経過措置が規定されています。 

【 経過措置の適用要件】  
① 平成 26 年 9 月 30 日までに簡易課税制度選

択届出書を提出すること  
② 平成 27 年 4 月 1 日以後開始課税期間であっ

て、 簡易課税制度が強制適用される期間で

あること  

 
 
 
※強制適用される期間とは？ 

簡易課税制度選択制度の適用を受けること

となった課税期間の初日から 2 年を経過する日

の属する課税期間までは、基準期間における課

税売上高が 5,000 万円以下であれば、原則的に

簡易課税制度の適用が強制されます。 
仮に 3 月決算法人で平成 28 年 3 月期が簡易

課税制度の適用初年度であれば、その課税期間

開始の日の初日から 2年を経過する日は 29年 3
月 31 日となり、平成 28 年 3 月期及び平成 29
年 3 月期の 2 事業年度が強制適用される期間と

なります。 
 
（ ４ ）  終わりに 

当改正は、仕入控除税額を減少させ、実際の

消費税の負担額に影響を与える改正となります。

新規に簡易課税制度の適用を検討しているので

あれば、平成 27 年 9 月 30 日までに提出するこ

とが 1 つの要件となっていますので、早急な検

討が必要となります。 
 

改正前 改正後

事業区分 事業区分

第四種 60% 飲食業、金融業、
保険業他

飲食業他

第五種 50% サービス業、不動
産業他

サービス業、金融
業、保険業他

第六種 40% - 不動産業

区分
みなし
仕入率

旧みなし仕入率適用

Ｘ

H26
9/30

H27
4/1

強制適用期間

H28
4/1

H29
4/1

簡易課税制度

選択届出書

提出

H26
4/1

適用

初年度



少ない方 

メガソーラー事業に関連する税務 

 

平成 24 年 7 月 1 日より「再生可能エネルギ

ーの固定価格買取制度(FIT 制度)」がスタートし

て以降、様々な業種からの参入が相次いでいる

メガソーラー事業について、今回は FIT 制度の

概要とメガソーラー事業に関連する税務につき

ご紹介致します。 

FIT制度とは、再生可能エネルギーで発電された

電気を、 電力会社が

1.FIT制度の概要 

一定の価格で一定の期間買い

取ることを国が約束する制度

調達価格、 調達期間は経済産業大臣により 発電

事業者が得るべき適正な利潤等を勘案して、 毎年

度見直しが行われますが、 最初の 3 年間（ 平成 24
年度から平成 26 年度まで） は、集中的な再生可能

エネルギー利用の拡大を図るため、 発電事業者の

利潤に特に配慮することと されています。  

です。 なお、 一度適

用された価格は調達期間中ずっと適用されます。  

→よって、

＜参考＞調達価格・ 調達期間 

今後は調達価格がさらに逓減すると

見込まれます。  

 
 

(1)グリ ーン投資減税 
2.メ ガソーラー事業に関連する税務 

◇概要 
太陽光発電設備等につき特別償却または特別

控除（ 中小企業者等のみ） のいずれかを選択し

税制優遇が受けられる制度です。  
◇適用要件 

区 分 内  容 

適用対象 青色申告書を提出する法人(個人)※1 

対象資産 新品のエネルギー環境負荷低減推進設備等※2 

適用要件 

平成 25 年 4 月 1 日から平成 28 年 3 月 31 日ま

での期間内に取得等したこと  

取得等した日から 1年以内に事業の用に供する

こと （ 貸付の用を除く ）  

適用年度 事業の用に供した日を含む事業年度 

※1 特別控除については中小企業者等のみ 
※2 太陽光発電設備については経済産業大臣の認定及び FIT

制度の申請をしたもので、その出力が 10kW 以上のもの。

なお補助金等をもって取得等したものを除く 。  

◇特別償却 

①償却限度額 

イ . 平成 27年 3月 31日までに取得等した場合 

…即時償却 

ロ . 平成 28年 3月 31日までに取得等した場合 

…取得価額×30% 

②特別償却不足額の 1 年間繰越 

普通償却についての償却不足額は切捨てら

れ、 翌期に繰り 越すことはできませんが、 政

策目的から要請される特別償却はその利用度

を高める意味から、 連続して青色申告書を提

出した場合、 その特別償却不足額を 1 年間に

限り 繰り 越す

③特別償却準備金 

ことが認められています。  

特別償却準備金の積立てにより 損金の額に

算入することも認められています。  

◇特別控除 

①特別控除額 

取得価額× 7％ 

法人税額×20％ 

②税額控除不足額の繰越控除 

法人税額から控除しきれなかった金額は、  

1 年間に限り 繰り 越す

 

ことが認められていま

す。  

( 2)償却資産税の軽減措置 

平成 24 年 5 月 29 日から平成 28 年 3 月 31 日ま

での間に新たに取得された太陽光発電設備等(出

力 10kW以上のもの)については、 当初の 3 年度分、

償却資産税の課税標準が 2／3 に軽減
 

されます。  

( 3)電気供給業の法人事業税 

電気供給業の法人事業税は「 収入金額課税」 と

なり ます。 したがって、 メ ガソーラー事業を行う

場合、 法人事業税は各事業年度の収入金額を課税

標準として事業税額を算定します。  

法人事業税(収入割)…収入金額×0. 7%

※3 平成 26 年 10 月 1 日以後開始事業年度については 

 ※3 

地方法人税の創設に伴い0. 9%
 

に引き上げられます。 

メ ガソーラー事業のメ リ ッ ト は、「 FI T制度に基

づく 保証された高い利回り 」 と 「 グリ ーン投資減

税による即時償却」 にあるといえます。  

3． おわりに 

ただし、FI T制度による調達価格は平成 27 年度以

降さらに下がることが見込まれ、また、グリーン

投資減税による即時償却は平成 27 年 3 月 31 日ま

での取得に限り適用可能となっていますので、注

意が必要です。 

 

 



 

  

  

Visit our web sites at 

http://www.ba-net.co.jp 

http://plaza-i.net 

http://www.aiwa-tax.or.jp 
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